
EDU-Port ニッポン 令和７年度の進め方について（案） 

 

【実施方針】 

１．EDU-Portニッポンの認知度向上 

２．日本の教育の国際化など質的向上への貢献 

３．成果のまとめと次期事業の方向性決定 

 

【実施内容】 

１．｢日本型教育の海外展開官民協働プラットフォーム｣の運営 

 

1) 本事業の推進方策について検討するステアリングコミッティ及び幹事会の開催 

 事業の推進方策の検証・提言、及び次期事業の在り方についての検討。 

 

2) 国際協力の実施主体及び国内教育委員会や学校現場との連携強化・事業の

認知度向上・運営効率化促進 
 
 TICAD９テーマ別イベントブースへの出展（出展団体を今後募集予

定）。 

 国内外の教育総合展等における広報活動。 

 文科省事業、広報媒体の活用（「土曜学習応援団」、「マナビィ・メ

ールマガジン」等）。その他教育委員会、関連団体等の媒体を通じた

広報活動。 

 駐日各国大使館教育担当アタッシェ交流会における事業紹介（1月予

定）。 

 

3) セミナーやシンポジウムなどを通じた成果の普及の促進 

 教育委員会や学校関係者を対象としたセッション、産官学民を対象と

したJICA主催「教育協力ウィーク2025」（9月）でのセッション、EDU-

Portシンポジウム（2～3月）等の開催。 

 

4) 個別相談への対応・複数セクターのマッチングを通じた海外展開の促進 

 EDU-Portニッポンホームページ機能を活用した、個別相談への対応と

複数セクターのマッチング支援。 

 メールマガジン等を通じた公募事業実施機関及びプラットフォームメ

【資料３】 



ンバー機関の情報発信 

5) ホームページ・SNSなどを通じた事業成果の国内外への発信と共有 

 EDU-Portホームページをプラットフォームの情報発信の中核とし、

「プロジェクトニュース」「成果の検索ページ」等の充実を図る。ま

た、メールマガジン、Facebookを活用し、EDU-Portの主催イベント告

知やプラットフォームメンバー機関の紹介等を行い、EDU-Portの認知

向上とプラットフォームへの参加を促進する。 

 

6) 海外の政府・開発機関関係者及び教育関係者への、日本の教育の知見共

有・日本国内の学校視察等の実施を通じた相互交流の機会の提供 

 スクールビジット受入れ実施。 

 EDU-Port参画事業者の協力を得て、日本の特徴的な教育の取組について

講義・講演可能な専門家リストの作成と海外派遣。 

 

２．「日本型教育海外展開応援事業（EDU-Portニッポン応援プロジェクト）」

及び調査研究の審査・採択 

1) EDU-Port ニッポン応援プロジェクト 

 日本の特色ある教育をもとに培われた教育コンテンツ・手法・ノウハウ

などを海外展開する取組を幅広く後押しすることを目的とし、「EDU-

Portニッポン応援プロジェクト」として公募を実施する。本年度はEDU-

Portニッポン2.0の最終年度であることから、支援期間は採択から令和

８年３月末までとする。（資料４） 

〇公募時期：４月下旬～５月下旬  

〇採択事業への支援内容  

• 在外日本国大使館への協力依頼、現地機関との調整、仲介支援（推薦

レターの発行、現地機関による日本の学校視察受け入れ支援 等）  

• 相談対応（文部科学省等による個別コンサルティング等）  

• 日本型教育の海外展開（EDU-Portニッポン）呼称・ロゴマークの利用

許可  

 令和６年度に採択した応援プロジェクト（９件）について、希望する

機関に対しては、経費支援なしで採択を継続する。  

 



2) 日本型教育の海外展開に関する調査研究事業 

 

 2025年が TICAD９の開催年であることを鑑み、「アフリカにおける水平

的な日本型教育の海外展開に関する調査研究」をテーマとし、公募を

実施する。本年度は EDU-Portニッポン 2.0の最終年度であることか

ら、支援期間は採択から令和８年３月末までとする。（資料５） 

〇公募時期：４月下旬～５月下旬  

〇採択事業への支援内容 

・経費支援：上限800万円×１件 

・その他の支援は「応援プロジェクト」と同様  

 

 令和６年度「グローバルサウス諸国への教育システムの海外展開と国

内還元に関する調査研究」について継続実施する。実施機関である福

井大学には、調査結果を国内に還元していただくため、セミナーや

EDU-Portシンポジウム等で成果を紹介する機会を設ける。 

 

３．令和７年度の主なスケジュール 

4月16日～22日 ステアリングコミッティ（書面） 開催 

4月下旬～5月下旬 EDU-Port ニッポン応援プロジェクト、調査研究 公募 

5月～6月 幹事会開催（予定） 

6月中旬 EDU-Port ニッポン応援プロジェクト・調査研究審査委員会 開催 

6月下旬 EDU-Port ニッポン応援プロジェクト、調査研究 公募結果公表 

7月 
「実践研究福井ラウンドテーブル2025 Summer Sessions」（福

井大学主催）にてセッション開催（予定） 

8月20日～22日 TICAD９テーマ別イベント出展 

9月 

「教育協力ウィーク2025」でのセッション開催（予定）。ス

クールビジット（SEAMEO-Japan ESD-Award優勝校受入れ）実

施 

10 月～11月 ステアリングコミッティ（対面又は書面）開催（予定） 

3月上旬 EDU-Port シンポジウム 開催 

※駐日各国大使館の大使・教育担当アタッシェを対象としたスクールビジットは適時実

施。 
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